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①　取組の対象組織・活動の明確化

□取組の対象組織・活動

○組織の概要

（１）名称及び代表者

・旭工業株式会社

・代表取締役　出水 彰

（２）所在地

・本社・工場 香川県丸亀市飯山町東坂元2600番地26

・多度津営業所 香川県仲多度郡多度津町寿町7-49

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 総務担当

・連絡担当者 総務担当

・TEL 0877-98-0055

（４）事業内容

・鉄筋工事業、土木工事業、解体工事業

・産業廃棄物収集運搬業　積替保管なし

一般建設業（許可番号　香川県知事　許可（般ー３０）第８８１９号

許可年月日　平成３１年２月６日　許可有効年月日　令和６年２月５日

・産業廃棄物収集運搬業（香川県知事　許可番号　03705192434）

廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器、がれき類

許可年月日　令和３年１２月２２日　許可有効年月日　令和８年１２月２１日

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 52711万円／2022年度

・工事等の件数 345件

・従業員 33人

・延べ面積 事務所　77.22㎡、工場714.87㎡、多度津営業所10㎡

・資本金 1,000万円

・設立年月日 平成25年12月9日

・収集運搬車両 ３ｔダンプ　　１台

４ｔダンプ　　２台

１０ｔダンプ　１台

・収集運搬量 510.5ｔ

（６）事業年度
・12月～11月

○認証・登録の対象範囲(全組織・全活動)

本社・工場、多度津営業所
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②　環境経営方針

基本方針

当社は、環境問題が経営の最重要課題の一つであると認識のもと循環型社会実現のため、企業活動の

あらゆる面において、高い「品質・環境」と「顧客満足度の向上」を実現することにより「誇れる企業」をめざし

社員の健康で豊かな生活の実現を図りつつ、社会の持続可能な発展に貢献します。

行動方針

1. お客様に満足いただける安全で品質の高い商品・サービスを提供し、環境に配慮した企業活動を推進

　 します。

　①環境に配慮した生産性、品質向上に努めます。

　　　・廃棄物の削減・リサイクルを推進する。

　　　・省資源・節水・省エネルギー活動を推進し、資源の有効利用を図ります。

　②4S (整理・整頓・清掃・清潔) 活動の推進により職場環境の改善を図ります。

　③物品購入の際は、グリーン購入に努めます。

　④産業廃棄物収集運搬では、効率的な搬出ルート選択を推進します。

2. 経営の仕組みを「環境経営システム」へと進化させ、その継続的改善を図るために「人材の育成」と

　 「現場力の向上」に取り組みます。

3. 環境関連の法令、規制、協定等を順守します。

4. 全社員に環境経営方針に関する教育を行い、環境に対する理解と意識向上を図ります。

5. 品質・環境方針をホームページ等で外部にも公開します。

代表取締役　出水　彰

環境経営方針
旭工業株式会社

制定日：2018年8月1日

旭工業株式会社
改定日：2021年1月1日
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③　環境経営目標

○目的・目標

目　　　標

単位 基準年（２０１９年） ２０２０年(-1%) ２０２１年(-2%) ２０２２年(-3%)

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 100613 99607 98600 97594

・電気使用量削減 kWh 19622 19426 19230 19033

・ガソリン使用量削減 L 11677 11560 11444 11327

・軽油使用量削減 L 24053 23812 23572 23331

廃棄物排出量削減 ｔ 22 22 21 21

水総使用量削減 　＊3 m3 75 74 74 73

グリーン購買の推進 品目 3 2 3 4

環境配慮施工の推進　＊2 実施率 100 100 100 100

効率的ルート選択の推進＊4 実施率 100 100 100 100

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　四国電力発表2016年実績の調整後排出係数０．５２９（kg－CO2／kWh）を使用した。

　　　2021年よりシンエナジーに変更になった為、排出係数０．５３４（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．施工ミスゼロに取り組みます。①開始前に施工内容確認②次工程の施工内容確認

＊３．多度津営業所の環境負荷は小さいため、環境目標は設定しない。

＊４. 地図での事前ルート確認、地域環境への配慮を行う。

目的
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　　　　⑴ 具体的取組内容

・取組期間　２０２１年　１２月　～　２０２２年１１月

目標 具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持 総務責任者

③コンセントをこまめに抜く

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 現場責任者

③タイヤの空気圧の点検

①廃棄物の分別

②コピー用紙の裏面利用 総務責任者

①節水シール掲示

②水を出しっぱにしない 総務責任者

①事務用品グリーン購入

総務責任者

①本社周辺掃除

総務責任者

※多度津営業所も同様に取り組む

④　環境経営計画　事務所・工場

二酸化炭素

電気使用量削減

ガソリン使用量
削減

廃棄物

月に1回
実施

４品目以上
購入

基準年対比
３% 削減

基準年対比
３% 削減

基準年対比
３% 削減

基準年対比
３% 削減

グリーン購入 グリーン購入

地域貢献 掃除活動

水使用量 節水

一般廃棄物削減
産業廃棄物削減
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⑤　環境経営計画　現場
　　　　⑴ 具体的取組内容

・取組期間　２０２１年　１２月　～　２０２２年１１月

　

目標 具体的実施項目 実施責任者

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの研修実施 現場責任者

③定期的な保守点検の実施

①マニフェストの徹底管理

②分別の徹底 現場責任者

①節水シール掲示

②水を出しっぱにしない 総務責任者

①開始前に施工内容等の確認

②次の工程前の施工内容確認 現場責任者

①地図での事前ルート確認

②地域環境への配慮 現場責任者効率的ルート選択の推進
ガソリンの節約、時間の短
縮

100%実施

水使用量削減 節水

二酸化炭素排出量削減

環境配慮施工の推進
環境配慮施工の推進
(施工ミスゼロ)

100%実施

基準年対比
３% 削減

軽油使用量削減

廃棄物排出量削減 産業廃棄物削減
基準年対比

３% 削減

基準年対比
３% 削減
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⑥　実施体制図

株式会社 旭工業　実施体制図

*事務所

*建設現場

・特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

代表取締役

出水　彰

環境管理責任者

総務担当

多度津営業所 総務部 工事部 造船部

担当者 担当者 担当者 担当者

現場責任者

担当者

下請等の協力会社 従業員

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

環境管理責任者

・環境経営に関する統括責任

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境経営の取り組み結果を代表者に報告

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営へ参加

・環境経営レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

総務部 ・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

工事部・多度津営業所
造船部

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
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⑦環境経営目標実績結果と評価

○取組期間　２０２１年　１２月　～　２０２２年１１月
○全体

目的 単位 基準年（２０１９年） 目標 実績 達成率 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 100613 97594 243976 250% ×

・電気使用量削減 kWh 19622 19033 15773 83% ○

・ガソリン使用量削減 L 11677 11327 13287 117% ×

・軽油使用量削減 L 24053 23331 79352 340% ×

廃棄物排出量削減 ｔ 22 21 82 390% ×

水総使用量削減　＊3 m3 75 73 45 62% ○

グリーン購買の推進 品目 3 4 4 100% ○

環境配慮施工の推進　＊2 実施率 100 100 100 100% ○

効率的ルート選択の推進＊4 実施率 100 100 100 100% ○

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、 0

　　　四国電力発表2016年実績の調整後排出係数０．５２９（kg－CO2／kWh）を使用した。

　　　2021年よりシンエナジーに変更になった為、排出係数０．５３４（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．施工ミスゼロに取り組みます。①開始前に施工内容確認②次工程の施工内容確認

＊３．多度津営業所の環境負荷は小さいため、環境目標は設定しない。

＊４. 地図での事前ルート確認、地域環境への配慮を行う。

○コメント(事務所・工場と現場を記述)

二酸化炭素の削減

廃棄物排出量の削減

水総使用量の削減

グリーン購買の推進

自社請負の工事が増加し、トラックと建設機械の稼働が上がったことと、
社用車2台とユンボが2台増加した為、ガソリン及び軽油の使用量が増大
した。それに伴い、二酸化炭素の使用量も増えてしまい、削減に至らな
かった。

道路改良工事と造成工事が増加したため、削減に至らなかった。

手洗い等の際、こまめに水道を止める等、従業員各自が節水を心掛けて
いた。

効率的ルート選択の推進
最終処分場までのルートを地図で確認し、周りの生活環境にも配慮し、
運搬時間帯も考えた。また、積み込み時にはアイドリングストップし、環境
にも配慮した。

コピー用紙やファイル等の事務用品はエコ製品を優先した。

工事のチェック体制の強化を行い、施工ミス０を心掛けた。環境配慮施工の推進
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⑧　環境経営計画　事務所・工場
　　　　⑴月次実施報告

・取組期間　２０２１年　１２月　～　２０２２年１１月

目標 具体的実施項目 実施責任者 2月 5月 8月 11月 評価

①不要な照明を消す ○ ○ ○ ○ ○

②適正温度の維持 総務責任者 〇 〇 〇 〇 〇

③OA機器類の節電モード ○ ○ ○ ○ ○

①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○ ○

②エコドライブの励行 現場責任者 〇 〇 〇 〇 〇

③タイヤの空気圧の点検 ○ ○ ○ ○ ○

①廃棄物の分別 ○ ○ ○ ○ ○

②コピー用紙の裏面利用 総務責任者 ○ ○ ○ ○ ○

①節水シール掲示 ○ ○ ○ ○ ○

②水を出しっぱにしない 総務責任者 ○ ○ ○ ○ ○

①事務用品グリーン購入 ○ ○ ○ ○ ○

総務責任者

①本社周辺掃除 ○ ○ ○ ○ ○

総務責任者

○：計画通り実施
△：一部出来なかった
×：出来ていない
□：該当なし

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 評価に対するコメント 次年度の取組内容

今後もエコ商品の購入に努めたい。

今後も、本社周辺の掃除を月に１回は実施する。

清掃活動

休憩時間等で事務所が無人な時や、従業員が外出した場合は、
照明・エアコンの電源は消していた。OA機器も節電モードが自動
設定されている。自動車のエコドライブもできており、車の整備点
検も適正に行われている。

今後も継続的に続けていきたい。

廃棄物の分別は出来ている。コピー用紙の裏面利用も出来てい
る。

今後も続けていきたい。

月に1回
実施

地域貢献

グリーン購入

水道をこまめに止める等、節水もできていた。

コピー用紙等のエコ商品の購入につとめた。

本社周辺の道路の草刈りを月１行った。

基準年対比
3% 削減

4品目以上
購入

基準年対比
3% 削減

グリーン購入

基準年対比
3% 削減

グリーン購
入

二酸化炭素

廃棄物

水使用量

地域貢献

今後も節水に努めていきたい。

基準年対比
3% 削減

二酸化炭素

水使用量

電気使用量削減

ガソリン使用量
削減

一般廃棄物削減
産業廃棄物削減

節水

廃棄物
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⑨　環境経営計画　現場
　　　　⑴月次実施報告

・取組期間　２０２１年　１２月　～　２０２２年１１月

目標 具体的実施項目 実施責任者 2月 5月 8月 11月 評価

①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○ ○

二酸化炭素 ②エコドライブの研修実施 現場責任者 ○ ○ ○ ○ ○

③定期的な保守点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○

①マニフェストの徹底管理 ○ ○ ○ ○ ○

②分別の徹底 現場責任者 ○ ○ ○ ○ ○

①節水シール掲示 □ □ □ □ □

②水を出しっぱにしない 総務責任者 ○ ○ ○ ○ ○

①開始前に施工内容等の確認 ○ ○ ○ ○ ○

②現施工内容の確認 現場責任者 ○ ○ ○ ○ ○

①地図での事前ルート確認 ○ ○ ○ ○ ○

②地域環境への配慮 現場責任者 ○ ○ ○ ○ ○

△：一部出来なかった
×：出来ていない
□：該当なし

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 評価に対するコメント 次年度の取組内容

効率的ルー
ト選択の推
進

事前にルートを確認し、最適なルートでの運搬作業が行えた。また
積込み時にはアイドリングストップし、環境にも配慮が出来た。

今後も事前確認し、最適なルートでの収集運搬に努
める。

マニフェストの徹底管理は実施出来た。廃棄物の分別も定着した。

節水を意識して作業が実施出来た。

施工前に確認作業の徹底。材料のロスや施工ミス、配送ミスがない
ように作業出来た。

今後も節水が出来るように工夫する。

現場での残材及び不要物の発生削減に努める。

ガソリン使用量の削減のため、エコドライブを更に徹
底する。

施工管理システムが導入されて、施工ミス配送ミス
がもっと減るようにしていきたい。

産業廃棄物削減

アイドリングストップやエコドライブは実施出来た。保守点検も実施
出来た。

基準年対比
3% 削減

ガソリンの節約、時
間の短縮

100%実施

基準年対比
3% 削減

100%実施

基準年対比
3% 削減

節水

環境配慮施工
の推進
(施工ミスゼロ)

廃棄物

軽油使用量削減

環境配慮
施工の推進

環境配慮
施工の推進

二酸化炭素

廃棄物

水使用量

水使用量

効率的ルー
ト選択の推
進
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⑩　次年度の環境経営目標

○目的・目標

目　　　標

単位 基準年（２０２２年） ２０２３年(-1%) ２０２４年(-2%) ２０２５年(-3%)

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 243014 240584 238154 235724

・電気使用量削減 kWh 15773 15615 15458 15300

・ガソリン使用量削減 L 13287 13154 13021 12888

・軽油使用量削減 L 79352 78558 77765 76971

廃棄物排出量削減 kg 82000 81180 80360 79540

水総使用量削減 m3 45 45 44 44

環境配慮施工の推進　＊2 実施率 100 100 100 100

効率的ルート選択の推進＊3 実施率 100 100 100 100

地域貢献 実施率 100 100 100 100

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　シンエナジー発表2022年実績の調整後排出係数０．４７３（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．施工ミスゼロに取り組みます。①開始前に施工内容確認②次工程の施工内容確認

＊３. 地図での事前ルート確認、地域環境への配慮を行う。

目的
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　　　　⑴ 具体的取組内容

・取組期間　２０２２年　１２月　～　２０２３年１１月

目標 具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持 総務責任者

③コンセントをこまめに抜く

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行 現場責任者

③タイヤの空気圧の点検

①廃棄物の分別

②コピー用紙の裏面利用 総務責任者

①節水シール掲示

②水を出しっぱにしない 総務責任者

①本社周辺掃除

総務責任者

※多度津営業所も同様に取り組む

地域貢献 掃除活動
月に1回

実施

廃棄物
一般廃棄物削減
産業廃棄物削減

基準年対比
1% 削減

水使用量 節水
基準年対比

1% 削減

⑪　次年度の環境経営計画　事務所・工場

二酸化炭素

電気使用量削減
基準年対比

1% 削減

ガソリン使用量
削減

基準年対比
1% 削減
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⑫　次年度の環境経営計画　現場
　　　　⑴ 具体的取組内容

・取組期間　２０２２年　１２月　～　２０２３年１１月

　

目標 具体的実施項目 実施責任者

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの研修実施 現場責任者

③定期的な保守点検の実施

①マニフェストの徹底管理

②分別の徹底 現場責任者

①節水シール掲示

②水を出しっぱにしない 総務責任者

①開始前に施工内容等の確認

②次の工程前の施工内容確認 現場責任者

①地図での事前ルート確認

②地域環境への配慮 現場責任者効率的ルート選択の推進
ガソリンの節約、時間の短
縮

100%実施

水使用量削減 節水
基準年対比

1% 削減

環境配慮施工の推進
環境配慮施工の推進
(施工ミスゼロ)

100%実施

二酸化炭素排出量削減 軽油使用量削減
基準年対比

1% 削減

廃棄物排出量削減 産業廃棄物削減
基準年対比

1% 削減
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⑬　環境関連法規制等の遵守状況及び違反・訴訟等の有無

法令及び条例 遵守する事項 遵守状況

廃棄物処理法
保管基準の遵守、収集運搬・処分業者と
の適正な契約、マニュフェストの交付・保
存・確認・交付状況等報告書の提出。

遵守

建設リサイクル法
建設物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

遵守

フロン排出抑制法 簡易点検の実施。記録の管理 遵守

騒音規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守 遵守

グリーン購入法 環境に配慮した事務用品の購入 遵守

浄化槽法
浄化槽の定期検査の実施
保守・清掃の実施

遵守

香川県環境基本条例
環境負荷の低減及び自然環境の適正な
保全に努める

遵守

※環境法規制遵守チェックリストより

　　　弊社に関係する環境関連法規の遵守を確認した結果、違反はありませんでした。
　　また、過去3年間にわたって利害関係者及び関係当局からの違反・訴訟等の指摘はありま
　　せんでした。

⑭　代表者による全体の評価と見直し・指示の結果
自社の請負現場が増えたため、燃料使用量と産業廃棄物が増加してしまった。

業務に伴うものであり、致し方ないと考えているが、産業廃棄物収集運搬に関しては、効率的なルート

選択や周辺環境への配慮は行うことができた。

建設機械等の台数が当初よりも増加しているので、来期は目標値の変更を考えている。

〇見直しの有無

　　　・環境経営方針　　 有 □　　　　無 ☑

　　　・環境経営目標 有 □　　　　無 ☑

　　　・環境経営計画 有 □　　　　無 ☑

　　　・実施体制 有 □　　　　無 ☑

　　　　実施日：2022年12月15日

　　　　　　　　　　　　代表取締役　出水彰
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